
江南区生活交通改善プランの位置づけ 
 

 本市では、交通政策の基本方針となる「にいがた交通戦略プラン」の策定から概ね 10 年が経過

するなか、これまでの取り組みの事後評価を行うとともに、JR 新潟駅の高架化を契機とする拠点

性の強化、人口減少、少子・超高齢化の進展などの課題に対応するため、今後の 10 年を見据え、

新たな「にいがた都市交通戦略プラン」を令和元年 7 月に策定し、「県都新潟の拠点化と安心して

暮らせるまち」を目指しています。 

その実現に向け、公共交通分野の実施計画として「新潟市地域公共交通網形成計画」を策定し、

持続可能な公共交通ネットワークの形成を図るため、5つの基本的な方針に基づき、今後 4年間で

取り組む交通施策等を定めることとしています。 

生活交通改善プランは、新潟市地域公共交通網形成計画の一部として、市民や関係者との協働

のもと、各区の地域公共交通の現状と課題への対応や、魅力あるまちづくりとの連携など、各区

の実情に応じて必要となる具体的な交通施策等を定める実施計画です。 
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